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市
で
は
、
環
境
保
全
・
環
境
汚
染
の
予
防
に

配
慮
し
た
活
動
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
た

め
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム(

Ｅ
Ｍ

Ｓ)

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
１
年
間
の
、
主
な
取
り
組
み
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す(

左
表)

。

環
境
方
針
を
改
訂
し
ま
し
た

21
年
度
は
、
環
境
方
針
を
３
年
ぶ
り
に
改
訂

し
ま
し
た
。
基
本
理
念
で
あ
る「
祖
先
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
豊
か
な
地
域
環
境
を
守
り
育
み
、

将
来
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
」た
め
に
、
新

た
に「
こ
で
ん
回
収
試
験
の
実
施
」や「
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
の
開
催
」な
ど
、
37
の
目
標
を
設
定
し
て

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
３
年
に
１
回
の
外
部
審
査
登

録
機
関
に
よ
る
更
新
審
査
を
受
審
し
、
国
際
規

格
の
登
録
を
維
持
す
る
予
定
で
す
。

大
館
市
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ネ
ッ
ト
が

「
内
部
監
査
員
養
成
研
修
会
」を
開
催

大
館
市
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ネ
ッ
ト(

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

を
取
得
し
た
市
内
の
企
業
や
行
政
で
構
成
す
る

組
織)

の
21
年
度
最
初
の
事
業
と
し
て
、
５
月

11
・
12
日
に
内
部
監
査
員
養
成
合
同
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
６
組
織(

エ
コ
シ
ス
テ
ム
秋
田

㈱
、
東
光
産
業
㈱
、
㈱
東
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
エ
ヌ
・
ピ
ー
・
エ
ス
㈱
、
大
館
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
、
大
館
市
役
所)

か
ら
15
人
が
参
加
し

て
、
全
員
が
修
了
試
験
に
合
格
し
、
内
部
監
査

員
の
資
格
を
習
得
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
に

当
た
り
、
環
境
に
関
す
る
方
針
や
目
標
な
ど
を

自
ら
設
定
し
、
こ
れ
ら
の
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と

言
い
、
こ
の
た
め
の
工
場
や
事
業
場
内
の
体

制
・
手
続
き
な
ど
を
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム(

Ｅ
Ｍ
Ｓ)

」
と
言
い
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
事
業
活
動
を
環
境

に
優
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く
た
め
に
効
果
的

な
手
法
で
、
幅
広
い
事
業
者
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

１．環境と調和した潤いのある街づくりの推進 

２．省資源、省エネ、リサイクルの推進 

環 境 目 標

環境保全と環境美化に努める

公民館で実施する主要な講座
や教室の中で環境問題に関す
る学習を取り入れる

ISO14001認証取得・維持に
関する情報を提供する

合併浄化槽の設置整備補助基
数を90基とする

戸別浄化槽を18基設置する

公有林の除間伐を34.56ha実
施する

私有林の除間伐を25ha実施する

十二所北地区と独鈷中野地区
の農業集落排水事業の工事を
発注する

公共下水道の普及率を38.1％
にする

公共下水道の水洗化戸数を
9,200戸とする

達 成 状 況

春季と秋季一斉クリーンアップ、
河川水水質調査、酸性雪調査、カ
ラス被害対策などを実施した

自然観察会（釈迦内公民館）
自然散策会（長木公民館）
花いっぱい運動（花岡公民館）

内部監査員養成合同研修会、生涯
学習フェスティバルへの出展な
どを実施した

20年度補助基数 89基

20年度設置基数 18基

除間伐実施面積 34.56ha

除間伐実施面積 25ha

処理施設、管路、中継ポンプ工事
を発注した

公共下水道の普及率 38.1％

平成20年度末水洗化戸数
8,687戸
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環 境 目 標

一般廃棄物排出量を
3万5千kg以下とする

電力の使用量を
129万kWh以下とする

水の使用量を
1万杉以下とする

プロパンガス使用量を
1,900杉以下とする

事務用紙の使用量を
632万枚以下とする

グリーン購入の推進
環境物品等の調達割合を
90％以上とする

公用車用燃料の使用量を別に
管理する公用車を除き、
19万5千雀以下とする

ボイラー、暖房用重油、灯油
使用量を別に管理する施設
等を除き、12万雀以下とする

ごみ分別、減量を徹底し、
20年度のリサイクル率を
12.07％とする

ペットボトルキャップ
リサイクル運動の拡大

廃食用油回収事業の実施

選挙用ポスター掲示板を
すべてリサイクルする

達 成 状 況

平成20年度排出量20,823.5kg
14,176.5kg削減

平成20年度使用量1,083,877kWh
206,123kWh削減

平成20年度使用量 7,544.0杉
2,456.0杉削減

平成20年度使用量 1,251.8杉
648.2杉削減

平成20年度使用量 4,726,138枚
1,593,862枚削減

［件数］ ［金額］
基準適合3,220件 50,771,141円
対 象3,258件 51,224,423円
調達率 98％ 99％

平成20年度使用量 148,384.2雀
46,615.8雀削減

平成20年度使用量 69,875.3雀
50,124.7雀削減

平成20年度リサイクル率
10.91％

平成20年度回収量 5,325.3kg

平成20年度回収量 1,369.7雀
学校給食施設からの回収を開始
した

507カ所に設置した選挙用ポス
ター掲示板はすべて再生紙ボー
ドを使用し、使用後はリサイクル
された

評価
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